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１ 都市計画の目標 

(1) 都市づくりの基本理念  

①  基 本 理 念  

人 吉 都 市 計 画 区 域 (以 下 、「 本 区 域 」と す る 。)は 、熊 本 県 南 部 で 鹿 児 島

県 、 宮 崎 県 と 隣 接 す る 人 吉 市 に 位 置 し て い る 。 区 域 の ほ ぼ 中 央 を 日 本三

大 急 流 の 一 つ で あ る 球 磨 川 が 東 西 に 貫 流 し て お り 、 球 磨 川 を 軸 に 形 成さ

れ た 市 街 地 を 農 地 と 山 地 が 取 り 囲 む と い う 自 然 豊 か な 環 境 を 有 し て い る 。 

本 区 域 は 、 用 途 地 域 指 定 区 域 を 中 心 に 道 路 、 公 園 、 下 水 道 等 の 基 盤施

設 整 備 を 推 進 し て お り 、 九 州 縦 貫 自 動 車 道 人 吉 イ ン タ ー チ ェ ン ジ を はじ

め と し て 国 道 、 県 道 等 の 交 通 網 の 基 幹 と な る 道 路 や 村 山 公 園 、 石 野 公園

と い っ た 広 域 的 に 人 を 集 め る 基 幹 的 公 園 が 整 備 さ れ た 。 し か し 、 道 路に

つ い て は 市 街 地 内 の 整 備 の 遅 れ 、 公 園 で は 身 近 な 街 区 公 園 の 不 足 等 、基

盤 整 備 の 遅 れ が み ら れ て い る 。  

こ の よ う な 本 区 域 の 地 域 特 性 や 基 盤 整 備 の 状 況 に 加 え 、 昨 今 の 社 会情

勢 や 本 区 域 の 整 備 課 題 等 を 考 慮 し 、 お お む ね ２ ０ 年 後 の 都 市 の 将 来 像を

展 望 し た う え で 、 今 後 の 都 市 づ く り の 指 針 と な る 「 都 市 づ く り の 基 本理

念 」 及 び 「 基 本 目 標 」 を 定 め る 。  

 
本 区 域 の 歴 史 ・ 文 化 、 豊 か な 自 然 を ま ち づ く り に 色 濃 く 反 映 し た 「交

流 人 口 増 加 に 繋 が る 魅 力 的 な ま ち 」 を 実 現 し 、 人 吉 ・ 球 磨 地 域 の 中 心都

市 と し て ふ さ わ し い 機 能 と 魅 力 が 凝 縮 さ れ た 都 市 を 地 域 住 民 と 共 に 構築

す る こ と を 目 指 し て 、 以 下 の よ う な 都 市 づ く り の 基 本 理 念 を 掲 げ 、 都市

整 備 の 指 針 と す る 。  

 
【 都 市 づ く り の 基 本 理 念 】  

 

『球磨川に抱かれて、人々が輝く交流拠点都市』  

 

 

【都市づくりの基本目標】  

 

「定 住 、 交 流 を 高 め る 都 市 づ く り 」  
人 口 が 減 少 傾 向 に 転 じ る 将 来 に お い て ま ち づ く り に 必 要 な の は 、 定住

を 促 進 す る 「 住 み よ い ま ち 」 と 、 地 域 住 民 が 我 が ま ち に 誇 り を 持 ち 、さ

ら に 広 域 的 に 人 を 集 め る 「 魅 力 あ る ま ち 」 を 実 現 す る こ と で あ る 。 特に

人 吉 ・ 球 磨 地 域 の 中 心 都 市 と し て の 役 割 が 期 待 さ れ る 本 区 域 で は 、 地域

の 魅 力 向 上 に よ る 交 流 人 口 の 確 保 、 活 性 化 が 必 要 で あ る 。  

 



 

 -2-

「 人 に や さ し い 安 全 ・ 安 心 な 都 市 づ く り 」  
ま ち づ く り の 基 本 は 、 誰 も が 生 活 し 易 く 、 安 心 し て 暮 ら せ る 住 み 良い

ま ち を つ く る こ と で あ る 。 そ れ は 人 口 減 少 、 少 子 高 齢 化 が 進 む 状 況 では

ま す ま す 重 要 な 意 味 を 持 つ た め 、 今 後 の ま ち づ く り で は 、 区 域 の 人 口規

模 や 行 動 圏 の 狭 い 子 供 や 高 齢 者 に 合 わ せ た コ ン パ ク ト な 都 市 の 形 成 、生

活 の 質 的 向 上 に 貢 献 す る よ う な 基 盤 施 設 整 備 を 行 う こ と が 重 要 で あ り、

ま た 、 誰 も が 安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に 配 慮 した

ま ち づ く り を 進 め る こ と が 求 め ら れ る 。  

 

「 歴 史 、 文 化 、 自 然 環 境 を 活 か し た 都 市 づ く り 」  
人 吉 城 の 城 下 町 と し て 発 展 し た 本 区 域 は 、 歴 史 ・ 文 化 、 ま た は 日 本３

大 急 流 の 一 つ に 数 え ら れ る 球 磨 川 等 の 美 し い 河 川 、 郊 外 の 田 園 風 景 、緑

深 い 山 々 等 、 魅 力 的 な 地 域 資 源 を 数 多 く 有 し て い る 。 今 後 の ま ち づ くり

に お い て は 、 こ れ ら の 特 性 を ま ち づ く り に 積 極 的 に 活 用 す る と 共 に 、高

質 な デ ザ イ ン の 公 共 施 設 整 備 に よ る 風 景 の あ る ま ち づ く り 等 を 行 い 、本

区 域 の 魅 力 を 地 域 住 民 や 訪 れ る 人 々 が 感 じ ら れ る よ う な ま ち 、 地 域 住民

が 誇 り を 持 て る よ う な ま ち を 実 現 す る こ と が 望 ま れ る 。  

 

「 住 民 と 行 政 が 協 働 に よ り 取 り 組 む 都 市 づ く り 」  
良 質 な 地 域 社 会 を 構 築 し て い く た め に 、 情 報 公 開 と 住 民 参 加 の ル ール

づ く り を 基 本 と し て 、 都 市 計 画 制 度 を 有 効 に 活 用 し な が ら 、 住 民 と 行政

が 協 働 に よ り ま ち づ く り を 進 め て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

 

②  都 市 計 画 区 域 の 範 囲  

本 区 域 の 範 囲 は 、 以 下 の と お り と す る 。  

都 市 計 画 区 域 名  人 吉 都 市 計 画 区 域  
範  囲  人 吉 市 の 行 政 区 域 の 一 部  

 

(2) 地域ごとの市街地像  

都 市 づ く り の 基 本 理 念 に 基 づ き 、 目 指 す べ き 市 街 地 像 を 以 下 の よ うに

位 置 づ け る 。  

 
＜ 中 心 市 街 地 ＞  

Ｊ Ｒ 人 吉 駅 周 辺 か ら 商 店 街 に 至 る 中 心 市 街 地 は 、 本 区 域 に お け る 中心

的 商 業 ・ 業 務 機 能 集 積 地 で 、 都 市 活 動 の 中 心 地 と な る 都 市 拠 点 と し て機

能 し て い る 。 商 業 ・ 業 務 ・ 文 化 等 、 活 動 的 な 都 市 機 能 の 積 極 的 な 誘 導を

図 る と 共 に 、 歴 史 を 反 映 し た 街 並 み の 再 生 や 、 球 磨 川 沿 い へ の 新 た な商
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業 ス ペ ー ス の 展 開 等 、 地 域 資 源 を 活 か し た 魅 力 的 な 商 業 ・ 業 務 空 間 の形

成 を 促 進 し 、 人 々 が 集 う 賑 わ い の あ る ま ち と す る 。  

ま た 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 導 入 、 公 的 住 宅 の 整 備 等 を 進 め 、 高齢

者 等 を 含 め 誰 も が 住 み よ い 利 便 性 の 高 い 居 住 地 と す る 。  

 

＜ 幹 線 道 路 沿 道 の 商 業 地 ＞  

自 動 車 に よ る 広 域 的 な 集 客 を 目 的 と し た 大 型 商 業 施 設 が 集 中 し て 立地

す る 幹 線 道 路 沿 道 の 商 業 地 は 、 今 後 も 商 業 立 地 を 許 容 す る と 共 に 、 幹線

道 路 沿 道 の 商 業 的 土 地 利 用 と 、 背 後 地 の 農 地 ・ 住 居 系 市 街 地 に お け る環

境 保 全 を 両 立 す る 。  

 

＜ 住 居 系 市 街 地 ＞  

中 心 市 街 地 を 取 り 囲 む よ う に 広 が る 、低 層 住 宅 を 基 本 と し た 市 街 地 は、

住 居 系 土 地 利 用 を 主 体 と し な が ら 、 生 活 利 便 の た め の 小 規 模 な 商 業 、業

務 等 を 許 容 し 、 利 便 性 を 確 保 す る と 共 に 、 道 路 、 公 園 等 の 公 共 空 間 の緑

化 や 親 し み や す い 河 川 の 整 備 等 に よ り 、 自 然 を 活 用 し た ゆ と り あ る 居住

地 と す る 。  

特 に 、 球 磨 川 南 側 の 人 吉 城 跡 周 辺 の 市 街 地 は 、 落 ち 着 い た 街 並 み 景観

の 形 成 に 努 め 、 歴 史 を 感 じ さ せ る 市 街 地 と す る 。  

 

＜ イ ン タ ー チ ェ ン ジ 近 郊 の 工 業 地 ＞  

九 州 の 道 路 交 通 の 根 幹 を な す 九 州 縦 貫 自 動 車 道 の 人 吉 I.C.に 隣 接 し

た 梢 山 工 業 団 地 、 機 械 工 業 団 地 を 中 心 と し 、 大 型 産 業 施 設 の 集 積 を 今後

も 促 進 す る 工 業 地 は 、 周 囲 の 自 然 環 境 、 生 活 環 境 に 与 え る 影 響 に 配 慮し

な が ら 、 ア ク セ ス 道 路 等 の 基 盤 施 設 整 備 を 進 め 、 大 規 模 産 業 を 中 心 とし

た 工 業 拠 点 と す る 。  

 

＜ 市 街 地 内 産 業 開 発 地 ＞  

住 宅 と 工 業 施 設 が 点 在 す る 林 地 区 は 、 市 街 地 内 の 開 発 候 補 地 と し て工

業 団 地 に 立 地 が 難 し い 小 規 模 工 業 施 設 や 、 隣 接 す る 沿 道 型 商 業 地 と 連携

し 工 業 と 商 業 が 結 び つ い た 新 た な 集 客 施 設 等 を 誘 導 す る 、 市 街 地 内 の新

た な 産 業 拠 点 と す る 。  

 
＜ 田 園 集 落 等 ＞  

市 街 地 を 取 り 囲 む よ う に 広 が る 農 地 に 、 農 業 集 落 や 新 興 住 宅 が 点 在し

て お り 、 人 吉 の 特 性 で も あ る の ど か な 田 園 風 景 を 形 成 し て い る 。 今 後も

農 地 を 保 全 す る と 共 に 、 集 落 内 の 生 活 基 盤 整 備 を 進 め る も の と す る 。  
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(3) 各種の社会的課題への対応  

①  人 口 減 少  

増 加 傾 向 に あ っ た 我 が 国 の 人 口 は 今 後 数 年 で 減 少 局 面 に 突 入 す る が、

熊 本 県 に お い て は 既 に 人 口 は 減 少 傾 向 に あ り 、 本 区 域 も 例 外 で は な く県

の 傾 向 と 同 様 に 既 に 人 口 が 減 少 傾 向 に あ る 。 本 区 域 が 、 都 市 の 活 力 を維

持 し 今 後 も 継 続 的 に 発 展 し て い く た め に は 、 原 動 力 と な る 市 民 の 力 が必

要 で あ り 、 定 住 人 口 の 確 保 が 求 め ら れ る 。  

そ こ で 、 都 市 計 画 の 各 種 施 策 に よ り 市 街 地 環 境 を 維 持 す る た め の 適正

な 土 地 利 用 の 促 進 、 人 吉 市 の 住 み 良 さ を 保 証 す る 身 近 な 都 市 基 盤 施 設の

整 備 等 に よ り 定 住 地 と し て の 魅 力 向 上 を 図 り 、定 住 人 口 の 確 保 に 努 め る 。 

 

②  少 子 高 齢 化 へ の 対 応  

全 国 的 に 少 子 高 齢 化 が 進 む な か で 、 熊 本 県 は 全 国 よ り 高 齢 化 が 進 行し

て お り 、 さ ら に 本 区 域 が 属 す る 人 吉 市 に お い て は 、 高 齢 化 率 が 平 成 12

年 の 国 勢 調 査 で 24.3％ （ 全 国 17.3％ 、 熊 本 県 21.3％ ） と 非 常 に 高 く な

っ て い る 。 今 後 数 年 は こ の 傾 向 が 継 続 す る と 予 想 さ れ 、 高 齢 者 等 が 暮ら

し や す い 福 祉 の ま ち づ く り が 望 ま れ て い る 。 ま た 、 高 齢 化 の 進 行 を 緩和

し 、 バ ラ ン ス の 取 れ た 人 口 構 成 を 実 現 す る た め に は 、 未 来 の 人 吉 市 を支

え る 子 供 達 の 育 成 が 重 要 で あ り 、 そ の 環 境 づ く り が 必 要 で あ る 。  

よ っ て 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に よ る 誰 も が 暮 ら し や す い ま ち の 実現

や 、 子 供 達 を 安 心 し て 育 成 す る 事 が で き る 安 全 な 環 境 の 形 成 の た め 、都

市 の 安 全 性 、 防 災 性 、 防 犯 性 の 向 上 等 を 都 市 基 盤 施 設 整 備 の 面 か ら も推

進 す る 。 さ ら に 、 市 街 化 の 誘 導 や 市 街 地 内 の 重 点 的 な 基 盤 施 設 整 備 等に

よ り 、 行 動 圏 の 狭 い 子 供 や 高 齢 者 等 が 暮 ら し や す い コ ン パ ク ト に ま とま

っ た 市 街 地 、 生 活 圏 の 形 成 に 努 め る 。  

 

③  地 球 温 暖 化 を は じ め と す る 環 境 問 題 へ の 対 応  

環 境 負 荷 の 少 な い 省 エ ネ ル ギ ー 型 の 都 市 を 形 成 す る た め に 、 交 通 の発

生 や 移 動 の 需 要 が 少 な い 都 市 構 造 へ の 誘 導 、 公 共 交 通 へ の 転 換 、 道 路の

効 果 的 整 備 に よ る 交 通 の 円 滑 化 等 を 推 進 す る 。  

 

④  自 然 環 境 の 保 全  

環 境 問 題 へ の 関 心 が 世 界 的 に 高 ま り 、 自 然 環 境 の 保 全 が 当 然 の 義 務と

な り つ つ あ る な か で 、 本 区 域 に は 、 球 磨 川 に 代 表 さ れ る 美 し い 河 川 、市

街 地 を 取 り 囲 む 山 々 の 緑 、 澄 ん だ 空 気 等 豊 か な 自 然 が あ ふ れ て い る 。こ

れ ら の 自 然 は 、本 区 域 の 特 性 で あ り 、将 来 に わ た り 残 す べ き 財 産 で あ る 。  

今 後 は 、 適 切 な 土 地 利 用 計 画 に 基 づ き 市 街 地 内 へ の 開 発 の 誘 導 、 市街

地 外 を 取 り 巻 く 自 然 環 境 の 保 全 を 図 る 。 ま た 、 公 共 下 水 道 等 の 汚 水 処理
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施 設 の 整 備 を 進 め る 事 に よ り 、 衛 生 的 な 住 環 境 の 実 現 と 共 に 河 川 の 水質

向 上 を 図 る 。  

 

⑤  都 市 防 災 へ の 対 応  

近 年 発 生 し た 大 地 震 、 水 害 、 高 潮 災 害 等 に よ り 、 全 国 的 に 地 域 防 災や

危 機 管 理 に 対 す る 意 識 が 高 ま っ て い る 。 住 民 の 生 命 、 財 産 を 守 り 、 災害

に 強 い 都 市 形 成 を 図 る た め 、防 災 組 織 の 充 実 、避 難 地・避 難 経 路 の 確保、

市 街 地 の 不 燃 ・ 耐 震 化 等 を 進 め る も の と す る 。  

 

⑥  安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る 地 域 づ く り へ の 対 応  

最 近 の 犯 罪 の 発 生 状 況 を 踏 ま え 、 各 種 社 会 基 盤 の 整 備 に あ た っ て は、

地 域 の 状 況 に 応 じ て 、 警 察 、 公 共 施 設 管 理 者 及 び 地 域 住 民 等 と 連 携 し、

犯 罪 防 止 に 配 慮 し た 整 備 を 行 う こ と に よ り 、 住 民 が 安 全 ・ 安 心 に 暮 らせ

る 地 域 づ く り を 進 め る も の と す る 。  

 

 

(4) 都市計画区域の広域的な位置づけ  

本 区 域 の 位 置 す る 県 南 地 域 に お い て は 、 八 代 市 、 人 吉 市 、 水 俣 市 が拠

点 的 役 割 を 担 っ て い る 。 八 代 市 、 水 俣 市 は 国 道 ３ 号 や Ｊ Ｒ 鹿 児 島 本 線等

で 連 絡 さ れ 、 連 携 を 強 め て い る 。 本 区 域 は 地 形 的 に 八 代 、 水 俣 と の 連携

は 弱 い が 、 人 吉 ・ 球 磨 地 域 の 中 心 と し て 周 辺 地 域 に 対 す る 中 心 性 、 独自

の 歴 史 ・ 文 化 を 有 し て い る 。  

よ っ て 、 八 代 、 水 俣 等 の 拠 点 都 市 に 加 え 隣 接 す る 鹿 児 島 県 、 宮 崎 県の

都 市 を 繋 ぐ 交 流 拠 点 と し て 他 都 市 と の 交 流 を 強 め 、 歴 史 ・ 文 化 、 自 然環

境 を 活 か し た 県 南 の 観 光 拠 点 、 人 吉 ・ 球 磨 地 域 の 中 心 都 市 と 本 区 域 を位

置 づ け 、 ま ち づ く り を 進 め る 。  
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※ こ の 図 面 は 、お お む ね の 位 置 、広 が り を 示 し て い る 。 
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２ 区域区分の決定の有無 

(1) 区域区分の決定の有無  

本 区 域 に は 、 区 域 区 分 を 定 め な い 。  

な お 、 区 域 区 分 を 定 め な い 根 拠 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

 
①  本 区 域 の 人 口 は 減 少 傾 向 で 将 来 も 減 少 が 見 込 ま れ 、 産 業 の 見 通し

に つ い て も 製 造 品 出 荷 額 の 横 這 い 傾 向 が 予 測 さ れ る 。 ま た 、 今 後 の

大 規 模 プ ロ ジ ェ ク ト の 見 通 し か ら 判 断 し て も 、 急 激 な 市 街 地 の 拡 大

は 想 定 さ れ な い 。  
 

②  本 区 域 に は 、 球 磨 川 を 軸 と し た ま と ま り の あ る 市 街 地 が 既 に 形成

さ れ て お り 、 都 市 計 画 施 設 （ 街 路 、 公 園 等 ） も 基 本 的 に は 用 途 地 域

内 に 計 画 さ れ て い る こ と か ら 、 今 後 も 良 好 な 市 街 地 形 成 が 可 能 と 考

え ら れ る 。  
 

③  ① に よ り 急 激 な 市 街 地 の 拡 大 は 想 定 さ れ な い こ と 及 び ② の と おり

計 画 的 な 市 街 地 形 成 を 図 る こ と に よ り 、 市 街 地 周 辺 の 農 地 や 郊 外 の

自 然 環 境 と 調 和 し た 良 好 な 都 市 環 境 を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。  
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３ 主要な都市計画の決定の方針 

(1) 土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針  

①  主 要 用 途 の 配 置 の 方 針  

ａ  商 業 ・ 業 務 地  

JR 人 吉 駅 前 か ら 商 店 街 に 至 る 中 心 市 街 地 と 、市 街 地 内 の 幹 線 道 路 沿 道

に 商 業 地 を 配 置 す る 。  

○ 中 心 市 街 地  
中 心 市 街 地 は 、 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 が 策 定 さ れ て い る の で 、

計 画 に 即 し た 基 盤 施 設 整 備 を 促 進 し 、 本 区 域 の 中 心 と し て ふ さ わ しい

個 性 的 で 賑 わ い の あ る 魅 力 的 な 商 業・業 務 空 間 の 形 成 を 図 る 。同 時 に 、

人 吉 城 跡 や 球 磨 川 、 温 泉 等 、 付 近 の 観 光 資 源 と の 連 携 を 強 め る こ とに

よ り 観 光 機 能 を 強 化 し 、 人 吉 市 内 外 か ら 人 を 集 め る 人 吉 中 心 拠 点 とし

て 、魅 力 の 向 上 を 図 る 。さ ら に 、今 後 の 高 齢 社 会 に 対 応 す る た め 、様々

な 施 設 が 立 地 す る 利 便 性 の 高 い 居 住 地 と し て 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン

の 導 入 、 公 的 住 宅 の 整 備 等 に よ り 、 誰 も が 住 み よ い ま ち を 目 指 す 。  

○ 沿 道 商 業 地  
市 街 地 内 の 幹 線 道 路 沿 道 は 、 自 動 車 で の 利 用 が 容 易 で 、 広 域 的 な 集

客 を 目 的 と し た 幹 線 道 路 沿 道 型 の 大 型 商 業 施 設 が 集 中 し て 立 地 し てい

る 。 今 後 も 商 業 施 設 の 立 地 を 許 容 す る と 共 に 、 幹 線 道 路 沿 道 の 商 業的

土 地 利 用 と 、 背 後 地 の 農 地 ・ 住 居 系 市 街 地 に お け る 環 境 保 全 の 両 立を

図 る 。  

 

ｂ  工 業 地  

人 吉 I.C.付 近 の 工 業 団 地 付 近 は 、周 囲 の 自 然 環 境 、生 活 環 境 に 与 え

る 影 響 を 考 慮 し な が ら 、 周 辺 地 域 か ら の ア ク セ ス 道 路 の 整 備 や 需 要に

応 じ た 用 地 の 造 成 等 を 進 め 、 工 業 地 と し て の 機 能 向 上 を 図 る 。  

 

ｃ  産 業 開 発 地  

市 街 地 西 部 の 林 地 区 に は 、 周 辺 環 境 へ の 影 響 に 配 慮 し な が ら 工 業 団

地 に 立 地 が 難 し い 小 規 模 工 業 施 設 を 誘 致 し 、 さ ら に 隣 接 す る 商 業 地と

連 携 し 生 産 と 販 売 が 結 び つ い た 新 た な 集 客 施 設 等 、 市 街 地 内 の 産 業開

発 候 補 地 と し て 確 保 す る 。  

 
ｄ  住 宅 地  

中 心 市 街 地 を 取 り 囲 む 低 層 住 宅 を 主 体 と し た 住 宅 地 は 、 小 規 模 な 商

業 施 設 等 が 適 度 に 混 在 す る 利 便 性 の 高 い 市 街 地 と し て 土 地 利 用 の 誘導

を 図 る 。 さ ら に 、 都 市 基 盤 施 設 の 整 備 や 積 極 的 な 緑 化 等 に よ り 「 住み
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よ い ま ち 」 を 実 現 し 、 市 街 地 内 へ の 居 住 を 促 進 す る 。  

 
ｅ  田 園 集 落  

市 街 地 外 の 山 林 以 外 に 、 田 園 集 落 を 配 置 す る 。  

農 地 を 主 体 と す る 田 園 集 落 は 、 農 業 生 産 基 盤 で あ る 農 地 の 維 持 、 保

全 を 図 る と 共 に 、 点 在 す る 集 落 の 生 活 基 盤 整 備 を 必 要 に 応 じ て 行 い、

住 環 境 の 向 上 を 図 る 。  

 
ｆ  自 然 保 全 ゾ ー ン  

市 街 地 外 の 山 林 は 、 自 然 保 全 ゾ ー ン と す る 。  

平 地 を 取 り 囲 む よ う に 広 が る 山 林 は 、 緑 の 景 観 を 形 成 す る 自 然 資 源

と し て 保 全 す る と 共 に 、 自 然 に 親 し む 場 と し て 活 用 を 図 る 。  

 
②  土 地 利 用 の 方 針  

ア ） 土 地 の 高 度 利 用 に 関 す る 方 針  

本 区 域 の 中 心 商 業 地 と し て 商 業 施 設 や 観 光 宿 泊 施 設 等 を は じ め と す

る 様 々 な 都 市 機 能 が 集 積 す る 九 日 町 、 紺 屋 町 、 大 工 町 等 は 、 歴 史 的な

街 並 み の 再 生 や 球 磨 川 沿 い の 開 発 ・ 整 備 、 市 街 地 再 開 発 事 業 等 に よる

新 た な 集 客 施 設 の 整 備 等 、 商 業 機 能 や 観 光 機 能 の 強 化 を 図 り 、 地 域特

性 を 色 濃 く 反 映 し た 魅 力 的 な 市 街 地 と し て 整 備 を 促 進 す る 。  

 
イ ） 用 途 転 換 、 用 途 純 化 又 は 用 途 の 複 合 化 に 関 す る 方 針  

用 途 地 域 西 部 の 林 地 区 は 、 市 街 地 内 で 有 り な が ら 農 地 等 の 低 利 用 地

が 多 く 残 っ て い る 。大 規 模 工 業 施 設 は 人 吉 I.C.付 近 の 工 業 団 地 に 誘 致

す る と 共 に 、 市 街 地 内 の 地 場 産 業 等 、 工 業 団 地 へ の 立 地 が 難 し い 小規

模 工 業 施 設 や 、 生 産 と 販 売 が 結 び つ い た 新 産 業 施 設 等 の 開 発 候 補 地と

し て 、 産 業 施 設 の 立 地 促 進 と 地 区 内 住 宅 と の 共 存 を 図 る 。  

 
ウ ） 居 住 環 境 の 改 善 又 は 維 持 に 関 す る 方 針  

中 心 市 街 地 は 、 地 区 外 か ら の 幹 線 道 路 の 整 備 は 進 ん で い る が 、 地 区

内 の 生 活 道 路 は 狭 隘 で 、 街 区 公 園 等 の 整 備 も 遅 れ て い る た め 、 居 住地

と し て 魅 力 向 上 を 目 指 し 、 身 近 な 道 路 、 公 園 の 整 備 等 に 加 え 、 市 街地

内 の 緑 化 や 市 街 地 内 河 川 の 親 水 性 向 上 等 を 進 め 、 居 住 環 境 の 改 善 を図

る 。  

 

エ ） 都 市 内 の 緑 地 又 は 都 市 の 風 致 の 維 持 に 関 す る 方 針  

村 山 公 園 や 人 吉 城 跡 公 園 等 、 都 市 内 の 緑 地 は 、 市 街 地 か ら の 緑 の 景

観 を 形 成 す る 重 要 な 自 然 資 源 で あ る の で 、 今 後 も 保 全 を 図 る 。 ま た、
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市 街 地 内 を 貫 流 す る 球 磨 川 を は じ め と す る 河 川 は 、 市 街 地 内 に 潤 いを

も た ら す 自 然 資 源 と し て 、 水 辺 の 自 然 環 境 の 保 全 ・ 再 生 に 努 め る 。  

 
オ ） 優 良 な 農 地 と の 健 全 な 調 和 に 関 す る 方 針  

市 街 地 周 辺 を 取 り 囲 む 農 地 は 、貴 重 な 農 業 生 産 基 盤 で あ る こ と か ら 、

そ の 保 全 を 図 る 。  

 

カ ） 災 害 防 止 の 観 点 か ら 必 要 な 市 街 化 の 抑 制 に 関 す る 方 針  

区 域 が 山 林 に 囲 ま れ る 本 区 域 内 に は 、 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 区 域 や 砂 防

指 定 区 域 等 、 災 害 発 生 の 危 険 性 が 高 い 区 域 が 市 街 地 内 や 市 街 地 に 近接

し て 点 在 し て い る 。 今 後 も 災 害 防 止 対 策 を 講 じ る と と も に 、 被 害 を最

小 限 に 食 い 止 め る た め そ の 周 囲 、 下 流 の 無 秩 序 な 市 街 化 、 宅 地 開 発を

抑 制 す る 。  

 
キ ） 自 然 環 境 形 成 の 観 点 か ら 必 要 な 保 全 に 関 す る 方 針  

緑 の 景 観 を 形 成 す る 区 域 周 辺 の 山 々 は 、 本 区 域 の 特 性 で も あ る 緑 の

景 観 の 維 持 と 、 美 し い 河 川 の 流 れ の 元 と な る 水 源 涵 養 林 と し て 積 極的

に 保 全 す る 。同 時 に 、自 然 に 親 し む 緑 の レ ク リ エ ー シ ョ ン 空 間 と し て 、

自 然 環 境 の 保 全 に 配 慮 し な が ら 活 用 を 図 る 。  

 

ク ） 計 画 的 な 都 市 的 土 地 利 用 の 実 現 に 関 す る 方 針  

用 途 地 域 外 の JR 西 人 吉 駅 周 辺 は 、国 道 219 号 沿 道 に 商 業 施 設 等 が 立

地 す る 等 、 宅 地 が 密 集 し て い る 。 急 激 な 市 街 化 の 可 能 性 は 低 い が 、今

後 の 宅 地 化 の 動 向 に よ り 必 要 に 応 じ て 計 画 的 ・ 先 行 的 な 街 区 道 路 、公

園 等 の 整 備 や 地 域 地 区 、 地 区 計 画 等 の 指 定 等 を 検 討 し 、 良 好 な 住 環境

の 確 保 を 図 る 。  

そ の 他 の 用 途 白 地 地 域 に つ い て も 、 地 域 状 況 を 踏 ま え て 適 正 な 建 築

形 態 規 制 を 行 う 。  
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(2) 都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

①  交 通 施 設  

ａ  基 本 方 針  

ア ） 交 通 体 系 の 整 備 の 方 針  

本 区 域 に は 、人 吉・球 磨 地 域 の 広 域 的 な 玄 関 口 で あ る 人 吉 I.C.（ 九

州 縦 貫 自 動 車 道 ）、人 吉・球 磨 地 域 内 の 基 幹 道 路 と な る 国 道 219 号 、本

区 域 と 周 辺 地 域 を 連 絡 す る 国 道 、県 道 等 に よ り 形 成 さ れ て お り 、人 吉・

球 磨 地 域 の 交 通 の 要 衝 と な っ て い る 。 よ っ て 本 区 域 で は 、 広 域 道 路で

あ る 九 州 縦 貫 自 動 車 道 と 地 域 内 道 路 の 結 節 点 と し て 、 通 過 交 通 を 効率

的 に 処 理 し 、 さ ら に 区 域 内 か ら 周 辺 地 域 へ の 連 絡 性 を 高 め る 幹 線 道路

網 整 備 が 必 要 で あ る 。 そ こ で 、 区 域 の 中 心 市 街 地 か ら 放 射 状 に 伸 びる

幹 線 道 路 、人 吉 I.C.等 の 通 過 交 通 を 効 率 的 に 処 理 す る 外 環 状 道 路 、内

環 状 道 路 か ら な る 放 射 環 状 道 路 網 を 基 本 と す る 幹 線 道 路 ネ ッ ト ワ ーク

の 形 成 を 図 り 、 効 率 的 な 自 動 車 交 通 の 処 理 と 地 域 間 交 流 の 活 性 化 を促

進 す る 。 ま た 、 そ れ ら 幹 線 道 路 に つ い て は 整 備 の 実 現 性 等 を 考 慮 し、

必 要 に 応 じ て 現 計 画 の 見 直 し も 検 討 し な が ら 早 期 整 備 に 努 め る 。  

さ ら に 、 本 区 域 で は 主 要 交 通 機 関 と し て の 自 動 車 の 役 割 は 高 ま る 一

方 で あ り 、 買 い 物 や 通 勤 ・ 通 学 等 様 々 な 局 面 で 活 用 さ れ て い る 。 しか

し 、 急 速 に 高 齢 化 が 進 む 本 区 域 に お い て 少 子 高 齢 化 社 会 の 到 来 を 考慮

す る と 、 自 動 車 交 通 だ け で な く 、 交 通 弱 者 で あ る お 年 寄 り や 子 供 、身

体 障 害 者 ま で 何 不 自 由 な く 自 由 に 移 動 で き る 交 通 体 系 を 確 立 す る こと

が 必 要 で あ る 。  

よ っ て 、 自 動 車 を 持 た な い 、 も し く は 運 転 が で き な い 人 や 、 公 共 交

通 機 関 で 訪 れ る 遠 方 か ら の 外 来 者 等 の 利 便 性 を 確 保 す る た め 、 公 共交

通 機 関 の 充 実 、 公 共 交 通 機 関 と 自 動 車 等 の 各 種 交 通 機 関 の 連 携 強 化、

快 適 な 歩 行 者 空 間 の 形 成 、 交 通 施 設 に お け る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ンの

導 入 等 を 促 進 し 、 誰 も が 不 自 由 な く 使 え る 快 適 で 利 便 性 の 高 い 総 合交

通 体 系 を 確 立 す る 。  

 

○  本 区 域 内 は 、 広 域 自 動 車 交 通 と 地 域 道 路 網 の 結 節 点 と し て 効 率的

で 安 全 性 の 高 い 放 射 環 状 道 路 網 の 形 成 を 促 進 し 、 利 便 性 の 向 上 と 交

流 の 活 性 化 を 図 る 。  
○  交 通 安 全 施 設 の 充 実 等 に よ り 、 安 全 性 の 高 い 交 通 空 間 の 整 備 を図

る 。  
○  誰 も が 安 全 で 快 適 な 移 動 が で き る よ う 、 公 共 交 通 機 関 の 利 便 性向

上 を 図 る 。 ま た 、 歩 行 者 の 安 全 性 、 快 適 性 を 確 保 す る た め 、 ゆ と り

あ る 歩 行 空 間 の 整 備 、 既 存 交 通 施 設 の バ リ ア フ リ ー 、 ユ ニ バ ー サ ル

デ ザ イ ン の 導 入 を 積 極 的 に 推 進 す る 。  
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イ ） 整 備 水 準 の 目 標  

道 路 に つ い て は 、 都 市 の 骨 格 を 形 成 す る 主 要 な 幹 線 道 路 の 整 備 を 促

進 す る 。  

市 街 地 の 幹 線 道 路 に つ い て は 、平 成 12 年 度 末 現 在 1.7km/km 2 が 整 備

さ れ て い る が 、 今 後 基 本 方 針 に 基 づ き 整 備 の 促 進 を 図 る も の と し 、お

お む ね 20 年 後 に は 現 計 画 路 線 の 整 備 を 目 指 し 、 市 街 地 全 体 と し て

2.5km/km 2 程 度 に な る こ と を 目 標 と し て 整 備 を 進 め る 。  

 

ｂ  主 要 な 施 設 の 配 置 の 方 針  

ア ） 道 路  

本 区 域 に お い て は 、 広 域 的 な 交 通 網 と 連 携 し た 地 域 交 通 網 を 確 立 す

る た め に 、 次 の 方 針 に よ り 道 路 を 適 正 に 配 置 す る 。  

○ 自 動 車 専 用 道 路  

九 州 縦 貫 自 動 車 道 は 、人 吉 I.C.～ え び の I.C.間 の 暫 定 ２ 車 線 区 間

の ４ 車 線 化 を 促 進 す る 。  

○ 主 要 幹 線 道 路  

広 域 道 路 交 通 を 処 理 し 、 地 域 の 基 幹 と な る 主 要 幹 線 道 路 と し て 以

下 の 道 路 を 配 置 す る 。 未 改 良 区 間 の 整 備 を 進 め る と 共 に 、 良 好 な 道

路 景 観 の 形 成 等 を 行 う 。  

3･4･2 中 林 蟹 作 線     3･5･4 人 吉 駅 蓑 野 線  

3･5･9 鬼 木 梢 山 線     3･4･1 下 林 柳 瀬 線  

3･5 ･1 3 相 良 鬼 木 線     3･4･15 下 林 願 成 寺 線  

○ 幹 線 道 路  

広 域 道 路 交 通 か ら の 通 過 交 通 を 効 率 的 に 処 理 し 、 周 辺 市 町 と の 連

絡 性 強 化 や 都 市 内 の 拠 点 間 を 結 ぶ 都 市 幹 線 道 路 と し て 以 下 の 道 路 を

配 置 す る 。未 改 良 区 間 の 整 備 と 快 適 な 歩 行 者 空 間 の 形 成 を 促 進 す る 。 

3･4 ･3 薩 摩 瀬 下 城 本 線   3 ･4 ･5 紺 屋 町 南 町 線  

3･5 ･6 瓦 屋 中 林 線     3 ･5 ･7 南 泉 田 東 間 線  

3･4 ･8 南 泉 田 鶴 田 線    3 ･5 ･1 0 願 成 寺 合 原 線  

3･5 ･1 1 麓 矢 黒 線      3 ･5 ･1 2 田 町 西 間 線  

3･5 ･1 4 下 町 宝 来 線         

3 ･4 ･1 6 駒 井 田 瓦 屋 線  

○ そ の 他 の 道 路  
人 吉 ・ 球 磨 地 域 を 広 域 的 に 連 絡 す る 湯 前 人 吉 自 転 車 道 の 整 備 を 推

進 す る 。 同 時 に 、 周 辺 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 流 施 設 と し て 地 域 振 興

に 活 用 す る 。  
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イ ） 鉄 道  

本 区 域 の Ｊ Ｒ 肥 薩 線 と く ま が わ 鉄 道 は 、JR 人 吉 駅 以 外 の 駅 に お い て

自 動 車 の 一 時 駐 車 ス ペ ー ス 、 駐 輪 場 の 整 備 等 、 駅 前 空 間 の 整 備 に 努め

る 。  

 

ｃ  主 要 な 施 設 の 整 備 目 標  

お お む ね 10 年 以 内 に 整 備 又 は 事 業 着 手 を 予 定 す る 主 要 な 施 設 は 以

下 の と お り と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 
②  下 水 道 及 び 河 川  

ａ  基 本 方 針  

ア ） 下 水 道 及 び 河 川 の 整 備 の 方 針  

○ 下 水 道  
公 共 下 水 道 は 、 汚 水 ・ 雨 水 の 効 率 的 な 排 除 に よ る 住 環 境 の 改 善 、

河 川 等 の 水 質 改 善 等 の 環 境 改 善 機 能 、 浸 水 の 防 除 等 の 防 災 機 能 を 強

化 す る た め 、 既 存 の 下 水 道 施 設 の 整 備 状 況 を 考 慮 し て 、 下 水 道 計 画

の 認 可 区 域 を 効 率 的 に 整 備 す る 。 公 共 下 水 道 計 画 区 域 外 の 農 業 集 落

等 に つ い て は 、 合 併 処 理 浄 化 槽 等 、 地 域 特 性 に 応 じ た 処 理 方 法 の 確

立 を 図 る 。  

○ 河 川  
複 数 の 河 川 が 市 街 地 内 を 貫 流 す る 本 区 域 は 、 大 雨 時 の 氾 濫 、 市 街

地 の 浸 水 等 、 河 川 災 害 が 発 生 す る 可 能 性 が 高 い 。 住 民 の 生 命 ・ 財 産

を 守 り 、 安 全 な 生 活 を 確 保 す る た め 、 治 水 施 設 の 整 備 を 図 る と と も

に 、 未 改 修 箇 所 等 の 災 害 危 険 箇 所 に お い て 河 川 の 整 備 を 促 進 す る 。  

さ ら に 、 本 区 域 を 貫 流 す る 球 磨 川 と 流 れ 込 む 数 々 の 河 川 は 、 美 し

い 河 川 景 観 が 市 民 生 活 に 潤 い を も た ら す と 共 に 観 光 資 源 と も な っ て

い る 。 今 後 も 、 貴 重 な 自 然 資 源 ・ 観 光 資 源 と し て 河 川 環 境 の 保 全 を

図 る と 共 に 、 河 川 整 備 を 実 施 す る 際 は 、 河 川 の 利 用 形 態 や 周 辺 の 自

然 環 境 に 配 慮 す る も の と す る 。  

 

種  別  名 称 ・ 目 標  

3･5･4 人 吉 駅 蓑 野 線 の 交 差 点 改 良 、 拡 幅 、 歩 道 新 設  

湯 前 人 吉 自 転 車 道 の 整 備  道 路  

3･5･13 相 良 鬼 木 線 の 早 期 整 備 に 努 め る  
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イ ） 整 備 水 準 の 目 標  

○ 下 水 道  
現 在 の 公 共 下 水 道 整 備 率 （ 全 体 計 画 区 域 面 積 に 占 め る 供 用 済 面 積

の 割 合 ） は 約 56.4％ で あ る が 、 効 率 的 に 順 次 整 備 を 行 い 、 お お む ね

20 年 後 に は 現 計 画 の 完 備 を 目 標 と す る 。  

さ ら に 、 区 域 内 全 域 に つ い て 、 下 水 道 計 画 区 域 の 拡 大 や 農 業 集 落

排 水 施 設 の 整 備 、 合 併 処 理 浄 化 槽 等 の 処 理 方 式 を 多 角 的 に 検 討 し 整

備 を 進 め る 。  

○ 河 川  
球 磨 川 及 び 市 街 地 内 の 主 要 な 河 川 で は 、 そ れ ぞ れ の 計 画 規 模 を 目

標 と し て 整 備 を 促 進 す る 。 さ ら に 、 河 川 空 間 の 自 然 環 境 の 保 全 、 親

水 性 の 高 い 河 川 空 間 の 形 成 に 努 め 、 誰 も が 親 し め る 水 辺 づ く り に 努

め る 。  

 

ｂ  主 要 な 施 設 の 配 置 の 方 針  

本 区 域 は 、次 の 配 置 方 針 に よ り 、公 共 下 水 道 、河 川 の 整 備 を 進 め る 。  

ア ） 下 水 道  

市 街 化 を 図 る 用 途 地 域 内 と 比 較 的 宅 地 化 が 進 ん で い る JR 西 人 吉 駅

周 辺 に 公 共 下 水 道 が 計 画 さ れ て お り 、 今 後 も 順 次 整 備 を 進 め る 。 下水

道 計 画 区 域 外 に つ い て も 、下 水 道 計 画 区 域 の 拡 大 や 農 業 集 落 排 水 施 設、

合 併 処 理 浄 化 槽 等 他 の 処 理 方 式 に よ り 、 下 水 処 理 の 普 及 を 図 る 。  

 

イ ） 河 川  

球 磨 川 、 山 田 川 、 万 江 川 、 胸 川 等 は 、 今 後 も 未 改 修 地 区 の 河 川 改 修

を 随 時 進 め る 。 ま た 、 市 街 地 内 に お い て は 、 水 辺 環 境 の 保 全 ・ 復 元等

に 努 め る と 共 に 、 親 水 施 設 の 整 備 を 促 進 し 、 誰 も が 親 し め る 川 づ くり

に 努 め る 。  

 

ｃ  主 要 な 施 設 の 整 備 目 標  

お お む ね 10 年 以 内 に 整 備 又 は 事 業 着 手 を 予 定 す る 主 要 な 施 設 は 以

下 の と お り と す る 。  

 

種  別  事  業  内  容  

下 水 道  
公 共 下 水 道  人 吉 処 理 区 の 未 整 備 地 区 に お け る  

管 渠 整 備  

河 川  御 溝 川 の 放 水 路 整 備  
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③  そ の 他 の 都 市 施 設  

ａ  基 本 方 針  

都 市 機 能 の 向 上 と 共 に 、 社 会 生 活 の 質 的 向 上 、 良 好 な 生 活 環 境 の 保

持 を 図 る た め 、一 般 廃 棄 物 、し 尿 、汚 泥 等 の 適 正 な 処 理 を 行 う 施 設 や、

そ の 他 の 施 設 を 地 域 の 実 情 や 関 連 事 業 、 周 辺 環 境 等 を 踏 ま え 、 必 要に

応 じ て 周 辺 自 治 体 と の 広 域 的 な 連 携 も 検 討 し な が ら 適 切 に 整 備 す る 。  

 

ｂ  主 要 な 施 設 の 配 置 方 針  

区 域 内 住 民 の 生 活 様 式 の 多 様 化 、 生 活 水 準 の 向 上 等 に 伴 う 廃 棄 物 の

増 量 、 多 様 化 に 対 応 し 、 資 源 の 有 効 利 用 を 目 指 し た リ サ イ ク ル 、 ゴミ

の 減 量 化 等 を 進 め る 一 方 で 、 適 正 な ご み 処 理 を 行 う た め に 、 周 辺 環境

に 配 慮 し つ つ 必 要 に 応 じ て 既 存 施 設 の 拡 充 等 を 行 う 。 ま た 、 住 民 や事

業 者 と の 協 力 体 制 の も と 、 適 正 な ご み 処 理 体 制 を 維 持 し て い く も のと

す る 。  

 

ｃ  主 要 な 施 設 の 整 備 目 標  

本 区 域 内 に お い て は 、現 在 、お お む ね 10 年 以 内 に 整 備 を 予 定 す る 施

設 は な い が 、 社 会 動 向 や 廃 棄 物 処 理 、 リ サ イ ク ル 技 術 の 進 歩 等 を 勘案

し て 、 必 要 に 応 じ 適 切 な 施 設 の 整 備 を 行 う 。  

 
 
(3) 市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針 

①  主 要 な 市 街 地 開 発 事 業 の 決 定 の 方 針  

区 域 の 中 心 的 商 業 ・ 業 務 地 と し て 機 能 し て き た 中 心 市 街 地 は 、 空 き店

舗 の 増 加 や 郊 外 へ の 大 型 商 業 施 設 の 立 地 等 に よ り 、 商 業 活 動 が 停 滞 傾向

に あ る た め 、 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 を 策 定 し て そ の 活 性 化 が 進 めら

れ て い る 。 そ の 中 で 当 該 地 区 に お い て は 、 魅 力 的 な 商 業 地 形 成 の た めに

店 舗 の 集 約 を 含 む 商 業 拠 点 、 住 民 サ ー ビ ス 施 設 等 の 整 備 や 、 ま ち な か居

住 機 能 の 確 保 が 必 要 と さ れ て い る た め 、 市 街 地 再 開 発 事 業 に よ る そ れら

集 客 ・ 利 便 施 設 及 び 公 共 住 宅 の 整 備 を 検 討 す る 。  

 

②  主 要 な 市 街 地 整 備 の 目 標  

本 区 域 内 で は 、お お む ね 10 年 以 内 に 実 施 予 定 の 事 業 は 無 い が 、中 心 市

街 地 活 性 化 基 本 計 画 に 即 し た 各 種 施 策 を 促 進 し 、 早 期 の 事 業 実 現 に 努め

る 。  
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(4) 自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針  

ａ  基 本 方 針  

本 区 域 は 、 約 7 割 を 農 地 や 山 林 等 の 自 然 的 土 地 利 用 が 占 め 、 球 磨 川 に

代 表 さ れ る 河 川 や 市 街 地 を 取 り 囲 む 緑 の 山 々 等 、 豊 か な 自 然 環 境 に 恵ま

れ て い る 。こ れ ら は 、本 区 域 の 個 性 で あ り 、今 後 も 残 す べ き 財 産 で あ る 。  

緑 豊 か な 山 林 は 、 緑 の 景 観 の 形 成 、 水 源 涵 養 、 治 山 治 水 、 大 気 浄 化等

の 緑 地 が 持 つ 多 様 な 環 境 保 全 機 能 を 維 持 す る た め に 、 積 極 的 な 保 全 を図

る と 共 に 、 樹 種 の 多 様 化 や 計 画 的 な 管 理 等 、 自 然 環 境 の 質 的 向 上 を 促進

す る 。 同 時 に 、 自 然 環 境 の 保 全 に 配 慮 し な が ら 、 自 然 に 親 し む 場 、 自然

を 楽 し む 場 と し て 山 林 を 整 備 し 、 自 然 資 源 の 活 用 を 図 る 。  

市 街 地 外 に 広 が る 農 地 は 、 農 作 物 の 生 産 基 盤 で あ り 、 特 に ま と ま った

農 地 は 、 本 区 域 の 景 観 特 性 の 一 つ で あ る の ど か な 田 園 風 景 を 形 成 す る景

観 資 源 で も あ る こ と か ら 、 そ の 保 全 に 努 め る 。  

 

ｂ  主 要 な 緑 地 の 配 置 方 針  

ア ） 環 境 保 全 系 統 の 配 置 方 針  

○ 区 域 周 辺 の 緑 地  
市 街 地 外 に 広 が る 広 大 な 山 林 等 は 、 市 街 地 に ゆ と り と 潤 い を も た

ら す 環 境 保 全 帯 、 緑 の 景 観 資 源 と し て 、 自 然 風 致 の 維 持 と 自 然 環 境

の 活 用 と の 共 存 を 図 る 。  

○ 風 致 地 区 内 の 緑 地  
風 致 地 区 内 の 緑 地 は 、 環 境 改 善 機 能 を 発 揮 し 市 街 地 環 境 の 向 上 に

寄 与 し て い る た め 、 そ の 保 全 を 図 る 。  

○ 市 街 地 内 の 緑 地  
良 好 な 市 街 地 環 境 形 成 の た め 、 公 園 や 道 路 空 間 等 の 公 共 空 間 に 積

極 的 に 緑 を 導 入 し 、 寺 社 の 緑 等 既 存 緑 地 の 保 全 を 図 る 。  

 

イ ） レ ク リ エ ー シ ョ ン 系 統 の 配 置 の 方 針  

○ 地 域 全 体  
少 子 高 齢 社 会 の レ ク リ エ ー シ ョ ン 需 要 に 対 処 す る た め 、 市 街 地 内

に 街 区 公 園 等 身 近 な 公 園 ・ 緑 地 を 整 備 す る 。 既 存 公 園 に お い て も 施

設 内 容 の 改 善 等 に 努 め 、 誰 も が 楽 し め る レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 の 充

実 を 図 る 。  
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○ 公 園  
区 域 の ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 拠 点 と な る 村 山 公 園 は 、 区 域

住 民 の ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、 施 設 内 容 の 充 実 を 促 進 す る と 共 に 、

ア ク セ ス 道 路 の 整 備 等 利 便 性 の 向 上 に 努 め る 。  

キ ャ ン プ 場 等 の 屋 外 レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 と 文 化 施 設 が 結 び つ い

た 石 野 公 園 は 、 周 囲 の 自 然 環 境 の 保 全 に 努 め る と 共 に 、 施 設 内 容 の

充 実 を 図 る 。  

球 磨 川 の 中 洲 に 位 置 す る 特 徴 的 な 中 川 原 公 園 は 、 親 水 性 の 高 い 河

川 公 園 と し て 保 全 に 努 め る 。  

○ 観 光 農 園  
交 流 人 口 を 集 め る 観 光 農 園 に つ い て は 、 関 係 機 関 と の 連 携 を 図 り

な が ら そ の 活 用 を 検 討 す る 。  

 

ウ ） 防 災 系 統 の 配 置 方 針  

○ 地 域 全 体  
一 次 避 難 地 と な る 公 園 ・ 緑 地 等 を 市 街 地 内 を 中 心 と し て 適 切 に 配

置 し 、 倒 れ に く く 燃 え に く い 樹 種 を 中 心 に 街 路 の 緑 化 を 図 る 等 、 市

街 地 の 防 災 性 向 上 に 努 め る 。  

○ 市 街 地 全 体  
避 難 路 と な る 幹 線 道 路 に つ い て は 、 延 焼 防 止 効 果 の あ る 街 路 樹 ・

緑 地 帯 等 の 整 備 に よ り 、 防 災 性 向 上 に 努 め る 。  

 

エ ） 景 観 構 成 系 統 の 配 置 方 針  

○ 区 域 周 辺 部 の 山 林  
市 街 地 周 辺 を 取 り 囲 む よ う に 広 が る 山 林 は 、 緑 の 景 観 維 持 の た め

に 今 後 も 自 然 風 致 の 維 持 と 自 然 環 境 の 活 用 と の 共 存 を 図 る 。  

○ 風 致 地 区 内 の 緑 地  
風 致 地 区 内 の 緑 地 は 、 中 心 市 街 地 か ら の 緑 の 景 観 を 形 成 す る 景 観

資 源 と し て 保 全 す る 。  

○ 公 園  
球 磨 川 の 中 洲 に 位 置 す る 中 川 原 公 園 は 、 球 磨 川 の 個 性 的 な 河 川 景

観 形 成 を 形 成 す る 景 観 資 源 と し て 、 公 園 の 保 全 を 図 る 。  

 

ｃ  実 現 の た め の 具 体 の 都 市 計 画 制 度 の 方 針  

都 市 公 園 ・ 緑 地 を 主 に 都 市 公 園 事 業 等 を 活 用 し 、 目 標 年 次 に 向 け て

整 備 す る 。 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て そ の 他 各 種 法 令 ・ 制 度 、 民 間 活 力等
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を 活 用 し な が ら 整 備 を 図 る 。 村 山 公 園 と そ の 周 辺 、 人 吉 城 跡 公 園 等、

緑 の 景 観 を 形 成 す る 市 街 地 内 や 市 街 地 近 傍 の 山 林 や 斜 面 緑 地 等 は 、自

然 環 境 の 保 全 の た め 、 今 後 も 風 致 地 区 の 指 定 を 継 続 す る 。  

 

ｄ  主 要 な 緑 地 の 確 保 目 標  

本 区 域 内 に は 、お お む ね 10 年 以 内 に 実 施 す る 公 園 の 整 備 、地 域 制 緑

地 の 指 定 等 は 具 体 化 し て い な い が 、 住 民 の 要 望 の 強 い 街 区 公 園 や 中心

市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 に あ わ せ た 中 心 市 街 地 内 の ポ ケ ッ ト パ ー ク 、市

街 地 内 河 川 へ の ポ ケ ッ ト パ ー ク 等 の 早 期 整 備 に 努 め る 。  
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